
㉓花咲プロジェクト IN 野田 実施報告 
（一社）岩手県建築士会 花咲プロジェクト 

◇ 日時：2016 年 11 月 14 日（月）10：00～12：00 

◇ 場所：野田村 新町地区コミュニティセンター    
◇ 参加者（敬称略）  

住民の皆さん約 20 人、社会福祉協議会ほか約 10 人 
盛岡支部・・阿部紀子、小山田サナヱ 

◇ 内容 
・野田村では野田中学校仮設住宅は解体中、その他の団地でも仮設住宅入居者はごく少数となり、仮設

団地での花植え交流は難しいとのことで、社会福祉協議会主催の「さんま焼き・芋の子汁交流会」に

交ぜてもらうことになり、建築士会からは〝花〟ではなく、茶菓子を提供してきました。 
・月曜日の午前中ということで、若い世帯の参加は少なめ、子どもたちも学校で、のんびりとお母さん

たちは保健師さんに血圧を測ってもらったり、話を聞いてもらったりしていました。 
・外ではお父さんたちが炭火でさんまを焼き、風にのって団地中にいい匂いが漂い、台所ではお母さん

たちが芋の子汁を調理。皆で和気あいあいとした雰囲気でしたが、自治会長の中野さん言わく、「家に

居ても出てこない人もいる」とのこと。 
・この城内高台団地は野田村最大の団地で 74 区画あり、戸建災害公営住宅 54 戸と自力再建 17 戸が建ち

既に生活し、1 戸が工事中、2 区画が余った状態。震災後 5 年以上も経ち、当初の予定から変更になっ

た世帯もいるとのことでした。 
・住んでみると、風が強い、町なかまで遠い、学校も遠いなどの不便なこともあるが、津波で家を流さ

れた中野さんは、海の近くの元のところには住みたくない、ここは安心だと話していました。 
・仮設の時にお会いしていた皆さんに再会し、野田村への訪問はひとまず今回が最後ということで挨拶

をしてくることができました。また何かの機会に野田村に伺うことができればと思っています。 
さんま、最高に美味しかったです。ご馳走様でした。            （小山田サナヱ記） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野田中学校仮設住宅は解体作業中 団地内の戸建災害公営住宅 
庭には花のプランターも 

団地のすぐ横に三陸沿岸道路の

整備中 

団地の集会室 
「新町コミュニティセンター」 

お父さん達は炭火でさんま焼き さんま焼きと芋の子汁での交流会 
この後、カラオケも始まったとか？ 

 


